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　設置する場所にそのまま仮置きし、
　不陸やがたつきがないか確認する。

　床面の勾配等によって段差ができる場合は、
　底面の発泡スチロール部分をカッター等で切り取る。
　タイル及び下地面を傷つけないよう、
　下に緩衝材を敷いて作業する。

調整後

　　接着には無溶剤型一液ウレタン系ｱﾄﾞﾊー8800 を
　　使用。粘度が低く垂れやすいので注意する。



ジョイント用部品(ひょうたん型)を
パーツ端の穴に差し込む。

初めのパーツにはジョイント部品を両端に付け、
底面に接着剤を塗布。
仕上げ面にはみ出ないよう、内側３分の２に塗る。

　 　設置。

　　続いて反対側にジョイント部品を差込み、
　　底面と側面に接着剤を塗布後、
　　上からスライドさせてつなげる。

　　

長さ調整の方法

　必要な長さをマーキングし、グラインダーでタイルを真っ直ぐ切る。

　切ったタイルの面に合わせ、ノコギリで発泡スチロール部分を切る。



　加工側の底面にジョイント用金具を刺し、接着する。
　側面に接着剤を塗り、相手側と面を合わせて金具に刺す。

※タイル切断面の色が気になる場合、
　付属の塗料を刷毛等で塗って下さい。





仕上げ面にはみ出ないよう、内側３分の２に塗る。



　付属の塗料を刷毛等で塗って下さい。


